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本セミナーの目的

運送業の残業代リスク

歩合給活用のススメ

賃金制度変更の手引き

未払残業代を防ぐ持続可能な賃金体系へ
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01 運送業界の事業環境と課題

 ２割長く、２割低い
• 労働集約型産業
• 長時間労働
• 必然的に時間外労働が長時間にわたり発生

 人手不足とドライバーの視点
• 月給額を良く見せる給与提示
• 固定残業代の支給
• 労働基準法に適合しない賃金体系

 『長時間労働』＋『労基法不適合賃金体系』

⇒ 未払賃金リスク 大
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01 労務比率の上昇は損益に直結
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 もし、潜在的な労務費があるとしたら・・・



01 未払残業代の高額化

 賃金請求権の時効が３年に延長

• 令和２年４月１日施行の民法改正
• 原則５年のところ「当分の間は３年」

 ６０時間超の割増率が５０％へ引上げ

• 令和５年４月１日から中小企業にも適用
• 深夜労働と併せれば割増率７５％のインパクト

未払残業代リスクは会社の死活問題
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01 現実化する未払残業代請求

 社会環境の変化
• 政府が推進する働き方改革
• 長時間労働を「悪」とする社会的風潮

 情報の拡散
• インターネットの普及
• 「法律を知る」労働者の増大

 弁護士・ユニオンによる支援
• 残業代請求ビジネスが活況
• 「強い労働者」と「弱い使用者」のノウハウの確立

潜在的な労務リスクが顕在化
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